
(証券コード 8995)
2025年６月２日

(電子提供措置の開始日 2025年５月30日)

株 主 各 位
大 阪 府 堺 市 中 区 福 田 46 番 地

株式会社誠建設工業
代表取締役社長 平 岩 和 人

第34期定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜わり厚く御礼申し上げます。

さて、当社第34期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上

げます。

本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記

ウェブサイトに「第34期定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載し

ております。

当社ウェブサイト

https://www.makoto-gr.com/

※ウェブサイト右上の「ＩＲ情報」、「決算情報」、「2025年３月期」、「招集通知」の

順に選択してください。

上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

※銘柄名（会社名）に「誠建設工業」、または証券コードに「8995」と入力・検索

し、「基本情報」、「縦覧書類/ＰＲ情報」、「株主総会招集通知/株主総会資料」の順に選

択してください。

電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記の各ウェブサイトに修正内容を掲載

させていただきます。

本総会にご出席されない場合は、書面によって議決権を行使することができますの

で、お手数ながら株主総会参考書類をご検討いただきまして、同封の議決権行使書用

紙に賛否をご表示いただき、2025年６月25日（水曜日）午後５時までに到着するよう、

ご返送いただきたくお願い申し上げます。

なお、議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示

をされたものとして取り扱わせていただきます。

敬 具

― 1 ―

2025年05月19日 16時31分 $FOLDER; 1ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



記

1. 開 催 日 時 2025年６月26日（木曜日）午前10時

2. 開 催 場 所 大阪府堺市中区深井水池町3238

「サンパレス」４階大ホール

(会場へは末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照のうえ、ご

来場ください。)

3. 目的事項

報 告 事 項 1. 第34期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）事業報告

及び連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結

計算書類監査結果報告の件

2. 第34期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）計算書類

報告の件

決 議 事 項

議 案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

以 上

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を、会場受付にご提出くだ
さいますようお願い申し上げます。

◎ 株主総会にご出席の株主様へのお土産は廃止させていただいております。何卒ご理解
くださいますようお願い申し上げます。

以上
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事 業 報 告

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで)

Ⅰ 企業集団の現況に関する事項
１. 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、インバウンド需要の継続及び雇用・

所得環境の改善等により緩やかな回復基調を維持しました。一方、ウクライナ

や中東情勢など予断を許さない不安定な国際情勢が長期化しており、資源価格

の高騰や物価の上昇は個人消費を停滞させる要因となる可能性があり、不透明

な状況が続いております。

当社グループの属する不動産業界におきましては、日本銀行による金利政策

の変化から住宅ローン金利が上昇したことにより顧客の住宅購入意欲の低下を

招き、需要は弱含みの状況となっております。一方で土地の仕入価格の低下は

見られず、原材料の価格高騰やエネルギー価格の上昇などから建築コストの高

止まりの状況が続いており、市場環境は厳しい状況にあります。

このような環境下、当社グループは「より良い家をより安く提供する」とい

う経営理念の基に、地域に密着し、高品質低価格な建売住宅を主幹事業として

事業展開を図ってまいりました。

これらの結果、当連結会計年度における売上高は3,274百万円（前連結会計

年度比2.7％増）、営業利益は20百万円（同比88.7％減）、経常利益は15百万円

（同比91.9％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は46百万円（同比64.5％

減）となりました。

当社グループにおけるセグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（戸建分譲住宅事業）

戸建分譲住宅事業におきましては、土地と建物をセットで売る「建売住宅」、

当社以外の不動産業者からの「請負住宅」、一般顧客からの「注文住宅・リフ

ォーム」を行っております。中でも建売住宅は良質な土地、品質重視の住宅に

流行の建築デザインを施す基本方針で取り組み、お客様の満足度を高める当社

グループの中核事業であります。

売上高につきましては、耐震・制震などの付加価値化に注力し、販売促進を

行った結果、当連結会計年度の売上高は3,245百万円（同比4.3％増）となりま

した。
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（不動産仲介事業）

不動産仲介事業におきましては、連結子会社が営業部門を担当しており、主

として親会社である当社分譲住宅の販売仲介業務を展開しております。また、

連結子会社各社に建売住宅の販売責任を持たせております。

当社の経営理念である「快適な居住空間の提供をお手伝い」という基本方針

に基づき顧客第一主義に徹し、地域に密着した宣伝・販売活動を行った結果、

当連結会計年度の売上高は８百万円（前連結会計年度比85.0％減）となりまし

た。

（不動産賃貸事業）

不動産賃貸事業におきましては、当社グループが所有するオフィスビル、賃

貸マンションの賃貸及び管理を行っております。

当連結会計年度の売上高は20百万円（前連結会計年度比5.1％減）となりま

した。

２. 設備投資等の状況

当連結会計年度中に実施した重要な設備投資は156,768千円であります。不

動産賃貸事業の強化を目的としており、その主なものは、建物53,853千円、土

地100,791千円であります。なお、当連結会計年度において重要な設備の除去、

売却等はありません。

３. 資金調達の状況

該当事項はありません。

４. 対処すべき課題

当社グループが所属する不動産業界におきましては、同業者間の競争激化が

進む中、顧客からは、一層の高品質・低価格が要求されております。

このような環境のもと、現在の当社グループ全体の基盤となる中核業務は、

主に第一次取得者に対する分譲住宅の施工、販売業務であり、地元に密着した

事業展開を行い、地域ナンバーワンを目指す方針であります。

また、団塊世代の退職・少子化の問題に対応するため、一次取得者のみでは

なく二次取得者並びに富裕層に対する商品を開発・提供することを、重要な課

題として取り組みを行っております。

顧客の夢をいかに創造できるか、それを「家」という媒体にいかに特化でき

るかは、今後の大きな課題でありますが、それを実現するのは人材であり、会

社の発展のためには人材の採用並びに育成が特に必要であると考えておりま

す。
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５. 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況

該当事項はありません。

６. 他の会社の事業の譲受けの状況

該当事項はありません。

７. 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状

況

該当事項はありません。

８. 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況

該当事項はありません。

９. 企業集団の財産及び損益の状況
(単位：千円)

期 別

区 分

第 31 期

(2021年４月１日から
2022年３月31日まで)

第 32 期

(2022年４月１日から
2023年３月31日まで)

第 33 期

(2023年４月１日から
2024年３月31日まで)

第 34 期
(当連結会計年度)

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで)

売 上 高 3,141,098 3,467,477 3,189,624 3,274,673

経 常 利 益 212,655 328,627 192,090 15,475

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

144,854 219,859 131,013 46,570

１株当たり当期純利益 72円00銭 109円29銭 65円12銭 23円15銭

総 資 産 5,873,096 5,354,316 6,022,978 6,947,209

純 資 産 3,597,128 3,791,124 3,962,953 3,983,860
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10. 主要な事業内容

事 業 主 要 製 品

戸建分譲住宅事業 建売住宅及び請負住宅

不動産仲介事業 建売住宅の仲介業

不動産賃貸事業 所有物件の賃貸及び管理

11. 主要な営業所

（1）当社

名 称 所 在 地

本社 堺市中区福田

支店 堺市北区中長尾町

住宅展示場 堺市堺区向陵東町

〃 堺市東区草尾

（2）子会社

㈱誠ホームサービス

名 称 所 在 地

本社 堺市中区深井清水町

支店 堺市東区日置荘北町

㈱誠design工房

名 称 所 在 地

本社 堺市中区福田

㈱誠エステート

名 称 所 在 地

本社 堺市中区深井北町

㈱誠コーポレーション

名 称 所 在 地

本社 堺市北区中長尾町

― 6 ―

2025年05月19日 16時31分 $FOLDER; 6ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



12. 従業員の状況

従業員数 前連結会計年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数

29名 ６名増 52.6歳 14.4年

従業員が当連結会計年度末に比べ６名増加しておりますが、これは各部署への人員

補充によるものです。

13. 重要な親会社及び子会社の状況

(1)親会社との関係

該当事項はありません。

(2)重要な子会社の状況

会 社 名 所 在 地 資本金
議決権
比率

主要な事業内容

千円 ％

㈱誠ホームサービス 堺市中区深井清水町 30,000 100.0 不動産仲介事業

㈱ 誠 design 工 房 堺市中区福田 30,000 100.0 戸建分譲住宅事業

㈱ 誠 エ ス テ ー ト 堺市中区深井北町 30,000 100.0 不動産賃貸事業

㈱誠コーポレーション 堺市北区中長尾町 12,500 100.0 不動産仲介事業

14. 主要な借入先の状況

借 入 先 借入金残高

千円

㈱ 紀 陽 銀 行 1,392,185

㈱ 池 田 泉 州 銀 行 443,394

㈱ り そ な 銀 行 428,000

㈱ 関 西 み ら い 銀 行 164,800

㈱ 日 本 政 策 金 融 公 庫 84,790

㈱ 商 工 組 合 中 央 金 庫 58,040
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Ⅱ 会社の株式に関する事項
1. 発行可能株式総数 7,000,000株

2. 発行済株式の総数 2,012,000株（うち、自己株式241株）

3. 株主数 908名（前期末比197名増）

4. 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

㈱ 誠 イ ン ベ ス ト 670,800株 33.34％

㈱ 誠 リ サ ー チ 160,000 7.95

㈱ ホ ー ム リ サ ー チ 131,800 6.55

小 島 俊 雄 120,000 5.96

小 島 一 誠 104,000 5.16

㈱ 不 死 鳥 イ ン ベ ス ト 70,000 3.47

小 島 朝 子 48,000 2.38

岸 上 富 夫 43,000 2.13

竹 俊 美 40,000 1.98

水 田 真 貴 子 40,000 1.98

（注）持株比率は、自己株式（241株）を控除して算出しております。

Ⅲ 会社の新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。

― 8 ―

2025年05月19日 16時31分 $FOLDER; 8ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



Ⅳ 会社役員に関する事項
1. 取締役の氏名等

氏 名 地位及び担当 重要な兼職の状況

平 岩 和 人 代表取締役社長

古 城 敏 夫 取締役

西 元 敏 之 取締役建築部長

井 上 正 美 取締役管理部長

北 村 健 介 取締役（常勤監査等委員）

松 本 俊 昭 取締役（監査等委員） ㈱ONE WORLD 取締役

坂 口 晃 一 取締役（監査等委員） 坂口建築設計 代表者

（注）1. 北村健介、松本俊昭、坂口晃一の３氏は、社外取締役であります。

2. 当社は,監査等委員の監査・監査機能を強化し、取締役（監査等委員を除

く）からの情報収集及び重要な社内会議における情報共有並びに内部監査

部門と監査等委員会との十分な連携を可能にするため、常勤の監査等委員

を選定しております。

3. 北村健介、松本俊昭、坂口晃一の３氏は、東京証券取引所規則に定める独

立役員として同取引所に届け出ております。

4. 北村健介氏は、金融機関における長年の経験があり、財務及び会計に関す

る相当程度の知見を有するものであります。

5. 松本俊昭氏は、会計事務所における長年の経験があり、財務及び会計に関

する相当程度の知見を有するものであります。

6. 坂口晃一氏は、建築設計事務所の長年の経営経験があり、豊富な経験と幅

広い知見を有するものであります。

7. 当社は、社外取締役 北村健介、松本俊昭、坂口晃一の３氏との間で、会社

法第425条第１項の責任限度額を限度とする責任限定契約を締結しておりま

す。
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2. 取締役の報酬等の額

報酬等

の総額

(千円)

報酬等の種類別の総額(千円) 対象となる

役員の員数

(人)
基本報酬

業績連動

報酬等

非金銭

報酬等

取締役(監査等委員を除く)

(うち社外取締役)

21,992

(―)

21,992

(―)

―

(―)

―

(―)

６

(―)

取締役(監査等委員)

(うち社外取締役)

8,160

(8,160)

8,160

(8,160)

―

(―)

―

(―)

３

(３)

（注）1. 当事業年度末の取締役（監査等委員を除く）は４名、取締役（監査等委員）

は３名であります。

2. 上記の取締役（監査等委員を除く）の対象となる役員の員数には、2024年

６月25日開催の定時株主総会の終結の時をもって退任した２名を含んでお

ります。

3. 取締役（監査等委員を除く）並びに監査等委員である取締役の報酬限度額

は、2020年６月25日開催の第29期定時株主総会決議により、取締役（監査

等委員を除く）分は年額8,000万円以内、監査等委員である取締役分は年

額3,000万円以内であります。決議時点で取締役（監査等委員を除く）は

４名、監査等委員である取締役は３名であります。

3. 取締役（監査等委員を除く）の報酬等の額又はその算定方法の決定方針に関す

る事項

（当該方針の決定の方法）

協議のうえ、取締役会で決議いたしました。

（当該方針の内容の概要）

取締役（監査等委員を除く）の基本報酬は、固定報酬とし、役位、職責、在任

年数その他会社の業績等を総合考慮して決定いたします。

（当該事業年度に係る取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬の内容が、当該

方針に沿うものであると取締役会が判断した理由）

当該事業年度に係る取締役（監査等委員を除く）の個人別の報酬については、

代表取締役社長が取締役会に提案し、同業他社水準や該当方針を勘案して適切で

あると、取締役会は判断し決定いたしました。
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4. 社外役員に関する事項

(1)重要な兼職先である法人等との関係

社外取締役（監査等委員）松本俊昭氏は、㈱ONE WORLDの取締役を、社外取締

役（監査等委員）坂口晃一氏は、坂口建築設計の代表者を兼務しております。

なお、当社との間には特別の関係はありません。

(2)当事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名
出席状況、発言状況及び社外取締役に

期待される役割に関して行った職務の概要

取締役
（監査等委員）

北村 健介

当期に開催された取締役会17回全てに出席し、また、

監査等委員会7回全てに出席し、金融機関での豊富な

経験と知見を背景として、審議事項等に必要な発言

を適宜行っており、社外取締役として期待される役

割を適切に果たしております。

取締役
（監査等委員）

松本 俊昭

当期に開催された取締役会17回全てに出席し、また、

監査等委員会7回全てに出席し、主に会計事務所で培

われた知識・経験を背景として、審議事項等に必要

な発言を適宜行っており、社外取締役として期待さ

れる役割を適切に果たしております。

取締役
（監査等委員）

坂口 晃一

当期に開催された取締役会17回全てに出席し、また、

監査等委員会7回全てに出席し、建築設計事務所の経

営を通じて豊富な経験と幅広い専門性を生かし、審

議事項等に必要な発言を適宜行っており、社外取締

役として期待される役割を適切に果たしております。
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Ⅴ 会計監査人の状況
1. 会計監査人の名称

清稜監査法人

2. 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
①当社が支払うべき会計監査人としての報酬等の額

12,500千円

②当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

12,500千円

（注）1. 会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬額を区
分しておらず、実質的にも区分できないため、これらの合計額を記載
しております。

2. 監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携
に関する実務指針」を踏まえ、過年度の監査計画における監査項目別、
階層別監査時間の実績及び報酬額の推移並びに会計監査人の職務遂行
状況を確認し、当事業年度の監査計画及び報酬額の妥当性を検討した
結果、会計監査人の報酬額等について会社法第399条第１項の同意を行
っております。

3. 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障が生じた場合等、その必要

があると判断した場合に、会計監査人の解任または不再任に係る議案を決定し、
取締役会は、これを株主総会に付議いたします。
また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに

該当すると判断される場合には、監査等委員全員の同意に基づき会計監査人を
解任いたします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最
初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報
告いたします。
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Ⅵ 会社の体制及び方針
1．業務の適正を確保するための体制

（1）当社企業グループの取締役及び従業員の職務執行が法令並びに定款に適合する
ことを確保するための体制
当社企業グループは、企業が永続的に存続及び発展するためには、コンプライ

アンスの徹底が必要不可欠であると認識しております。この認識のもと、当社企
業グループの役員及び従業員が法令を遵守して、社会の構成員として求められる
倫理観に基づいて行動し、社会から信頼される経営体制の確立に努めておりま
す。
コンプライアンスについては、当社のコンプライアンス規程に基づき、経営企

画室に相談・通報体制を設けており、指導については当社企業グループの役員、
従業員に研修を通じて行います。別途、社長を委員長、各部門長を委員として
「コンプライアンス・リスク管理委員会」を設置し、役員、従業員等が、それぞ
れの立場でコンプライアンスを自らの問題として捉え、業務運営にあたるよう研
修を行います。
当社は、社長直轄の内部監査を定期に実施しており、当社企業グループの各部

門の業務実態を把握し、業務が法令・定款及び社内規程に準拠して適正・妥当か
つ合理的に行われているか、会社の組織・諸規程が適正・妥当であるかを調査・
検証することにより、会社財産の保全並びに経営効率の向上に努め、監査結果を
社長及び監査等委員会に報告しております。
また、社会秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力・団体に対して毅然とした

態度で対応し、反社会的勢力・団体との取引関係の排除、その他一切の関係を持
たない体制を整備いたします。
さらに、財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引法に基づいた財務報

告に係る内部統制を整備及び運用し、それを評価並びに是正する体制を構築しま
す。

（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社は、取締役会等の重要な会議の意思決定に係る記録や、各取締役が職務権

限規程に基づいて決裁した文書等は、法令及び文書管理規程等に基づき、定めら
れた期間保存しております。
当該資料については、取締役は常時閲覧することができるものとします。

（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社企業グループは、様々な損失の危険に対して、損失の危険を最小限に抑え

るべく組織的な対応を行っております。現状は定期の会議において、当社企業グ
ループのリスク管理に関する意見交換を行い、事前に適切な対応策を準備するこ
とに努めております。
リスク管理全体を統括する組織として、コンプライアンス・リスク管理委員会

を設け、有事においては、社長を本部長として「緊急対策本部」が統括して危機
管理にあたることとしております。
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（4）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、定例の取締役会を毎月開催し、重要事項の決定及び取締役の業務執行

状況を監督しております。
取締役会の機能の効率化を向上させるため、取締役の職務権限と担当業務を明

確にし、中長期の経営計画の立案、事業環境の変化への対応等、担当役員が計
画・施策等を立案し、取締役会開催日までに常勤の取締役間において、協議して
議案の精度を高めております。
また、取締役会の決定事項、方針等を従業員に周知徹底するため、社長及び各

部門長が出席する業務推進会議を毎月開催しております。

（5）当社企業グループにおける業務の適正を確保するための体制
当社企業グループ（当社・子会社）においては、経営企画室及び監査等委員が

定期的に監査を実施し、業務の適正を確保する体制を整備しております。なお、
子会社については、「関係会社管理規程」に基づき、自主性を尊重しつつ、事業
内容の定期的な報告と重要案件についての事前協議等により適切な経営管理を行
っております。

（6）監査等委員会の職務を補助すべき従業員について
監査等委員会の職務を補助すべき従業員については、必要に応じて、監査スタ

ッフを置くこととし、その人選については、取締役（監査等委員である取締役を
除く。）と監査等委員会が意見交換をすることとしております。
当該従業員の人事考課、異動などの決定には監査等委員会の事前の了解を得る

ものとし、取締役（監査等委員である取締役を除く。）から独立してその職務に
あたるものとします。

（7）監査等委員会への報告体制及びその他監査等委員会の監査が実効的に行われる
ことを確保するための体制
当社企業グループの取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び従業員は、

会社に著しい損害をおよぼすおそれの事実があることを発見したときは、法令に
従い、直ちに当社の監査等委員会に報告することとしております。
監査等委員会への報告を行った通報者に対しては、当該報告を行ったことを理

由として不利益な取り扱いを行うことを禁止するものとします。
また、常勤監査等委員は、取締役会の他、重要な意思決定の過程及び業務の執

行を把握するため、コンプライアンス・リスク管理委員会等の重要な会議に出席
するとともに、主要な稟議書その他業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必要
に応じて取締役（監査等委員である取締役を除く。）または担当部門長にその説
明を求めることとしております。
監査等委員会の職務執行により生じる費用等については、当該監査等委員の職

務の執行に必要でないと認められた場合を除き、請求により会社は速やかに支払
うものとします。
なお、監査等委員会は、当社の会計監査人である監査法人から、会計監査内容

について説明を受けるとともに、適宜情報の交換を行うなど連携を図っておりま
す。
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2. 業務の適正を確保するための体制の運用状況

当社は当事業年度にコンプライアンス・リスク管理委員会を４回開催してお

ります。同委員会は、社長を委員長とし各部門長を委員として構成するととも

に、常勤監査等委員も出席しております。委員会では、コンプライアンスの問

題及びリスクの問題に関する調査、対応方法の検討及び決定、対応後の進捗管

理を行っております。当事業年度においては、コンプライアンス及びリスクに

は、問題点はありません。

通報体制については、コンプライアンス規程に基づき経営企画室に相談・通

報体制を設けており、その運用状況をコンプライアンス・リスク管理委員会並

びに取締役会に報告しております。当事業年度においては、通報実績はありま

せん。

内部監査においては、当事業年度において事業所14回、子会社８回の監査を

監査等委員と協調して実施しております。監査結果は、代表取締役に報告する

とともにコンプライアンス・リスク管理委員会へも報告しております。当事業

年度においては、開示すべき重要な不備はありませんでした。

3. 株式会社の支配に関する基本方針

特記すべき事項はありません。

4. 剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主の皆様への還元を第一として、配当原資確保のための収益力を

強化し、継続かつ安定的な配当を行うことを基本方針としております。

当社の剰余金の配当は、期末配当の年１回を基本的な方針としております。

会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当

等を行うことができる旨を定款に定めております。

当事業年度の剰余金の配当につきましては、１株当たり25円としております。

内部留保金の使途につきましては、今後予想される経営環境の変化に対応す

べく、経営体質の強化及び将来の事業展開に充当する予定であります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

(注) 本事業報告中の記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2025年３月31日現在） (単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現金及び預金

完成工事未収入金

販売用不動産

仕掛販売用不動産

未成工事支出金

その他

固 定 資 産

有形固定資産

建物及び構築物

土地

その他

無形固定資産

電話加入権

投資その他の資産

投資有価証券

繰延税金資産

その他

5,601,995

1,636,992

69

1,450,859

2,362,618

12,753

138,702

1,345,213

843,935

98,133

741,782

4,019

127

127

501,150

474,568

1,292

25,290

流 動 負 債 973,291

支払手形・工事未払金 256,192

短期借入金 295,000

１年内返済予定の長期借入金 345,729

未払法人税等 11,479

賞与引当金 3,354

その他 61,536

固 定 負 債 1,990,058

長期借入金 1,930,480

繰延税金負債 59,578

負 債 合 計 2,963,349

純 資 産 の 部

株 主 資 本 3,778,028

資本金 578,800

資本剰余金 317,760

利益剰余金 2,881,636

自己株式 △167

その他の包括利益累計額 205,831

その他有価証券評価差額金 205,831

純 資 産 合 計 3,983,860

資 産 合 計 6,947,209 負債及び純資産合計 6,947,209
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連 結 損 益 計 算 書

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで) (単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 3,274,673

売 上 原 価 2,817,443

売 上 総 利 益 457,230

販売費及び一般管理費 437,017

営 業 利 益 20,213

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 12,257

保 険 解 約 益 553

雑 収 入 2,541 15,352

営 業 外 費 用

支 払 利 息 20,090 20,090

経 常 利 益 15,475

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 54,977 54,977

税金等調整前当期純利益 70,452

法人税、住民税及び事業税 25,120

法 人 税 等 調 整 額 △1,238 23,882

当 期 純 利 益 46,570

親会社株主に帰属する当期純利益 46,570

― 17 ―

2025年05月19日 16時31分 $FOLDER; 17ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



連結株主資本等変動計算書

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで) (単位：千円)

株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当 期 首 残 高 578,800 317,760 2,885,359 △167 3,781,752

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △50,293 △50,293

親会社株主に帰属する当期純利益 46,570 46,570

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額)

当 期 変 動 額 合 計 ― ― △3,723 ― △3,723

当 期 末 残 高 578,800 317,760 2,881,636 △167 3,778,028

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価
差 額 金

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 181,201 181,201 3,962,953

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △50,293

親会社株主に帰属する当期純利益 46,570

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額)

24,630 24,630 24,630

当 期 変 動 額 合 計 24,630 24,630 20,906

当 期 末 残 高 205,831 205,831 3,983,860
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連結注記表

Ⅰ.連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

１.連結の範囲に関する事項

(1)連結子会社の数及び連結子会社の名称

連結子会社の数 ４社

連結子会社の名称

株式会社誠ホームサービス

株式会社誠design工房

株式会社誠エステート

株式会社誠コーポレーション

(2)非連結子会社名

該当事項はありません。

２.持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３.連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４.会計方針に関する事項

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定)

②棚卸資産

販売用不動産・仕掛販売用不動産・未成工事支出金

個別法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産

定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建

物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構

築物については定額法によっております。

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一

の基準によっております。
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②無形固定資産

自社利用のソフトウエアについて、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっております。

(3)重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回

収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当期の負担額を

計上しております。

(4)収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業にお

ける主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識

する通常の時点）は以下のとおりであります。

建売住宅事業は、建売住宅の建築及び販売を行っており、建売住宅の販売

は、顧客に建売住宅を引き渡した時点で収益を認識しております。

請負住宅事業は、顧客との請負工事契約に基づき戸建住宅及び注文住宅の建

築・リフォームを行っております。当社における顧客との請負工事契約は、契

約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの

期間がごく短い工事契約に該当するため、代替的な取扱いを適用し、一定の期

間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識して

おります。

不動産仲介事業は、主として建売住宅の販売仲介業務を行っており、顧客に

建売住宅を引渡した時点で収益を認識しております。

(5)その他連結計算書類作成のための重要な事項

のれんの償却方法及び償却期間

のれんは20年間で均等償却しております。
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Ⅱ.収益認識に関する注記

(1）収益の分解

当社グループは、建売住宅事業、請負住宅事業、不動産仲介事業及び不動産

賃貸事業を営んでおり、各事業の主な財又はサービスの種類は、建売住宅、

請負工事、不動産仲介及び不動産賃貸であります。

また、顧客との契約から生じる収益は、建売住宅事業3,177,565千円、請負住

宅事業 68,016千円及び不動産仲介事業8,417千円、その他の収益は不動産賃

貸事業 20,675千円であります。

(2）収益を理解するための基礎となる情報

「会計方針に関する事項」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおりで

あります。

(3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情

報

①契約負債の残高等

（単位：千円）

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 50

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 69

契約負債（期首残高） 13,297

契約負債（期末残高） 16,650

契約負債は主に、戸建分譲住宅事業において、不動産売買契約に基づき顧

客から受け取った前受金に関するものであります。契約負債は、収益の認識

に伴い取り崩されます。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首残高の契約負債残高に含

まれていた額は13,297千円であります。

②残存履行義務に配分した取引価格

当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、記載

を省略しております。

Ⅲ.会計上の見積りに関する注記

繰延税金資産

１.当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

繰延税金資産 1,292千円

繰延税金負債 59,578千円

同一の納税主体に係る繰延税金資産と繰延税金負債は相殺表示しております。
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２.当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法

繰延税金資産は、入手可能な将来の課税所得の見積りからその回収が見込め

ないと考える場合には、評価性引当額の計上により繰延税金資産の金額を減額

しております。

３.当連結会計年度の連結計算書類に計算した金額の算出に用いた主要な仮定

当社グループは、一定の仮定に基づく将来の課税所得の見積りに基づき、繰

延税金資産を計上しております。

４.翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りに依存するため、その

見積りの前提とした条件や仮定に変更が生じた場合、繰延税金資産が減額され

税金費用が計上される可能性があります。
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Ⅳ.連結貸借対照表に関する注記

１.有形固定資産の減価償却累計額 390,430千円

２.担保提供資産及び対応債務

担保に供している資産及びこれに対応する債務は次のとおりであります。

(1) 担保に供している資産

販 売 用 不 動 産 26,400千円

仕 掛 販 売 用 不 動 産 1,156,834千円

土 地 368,326千円

建 物 及 び 構 築 物 33,026千円

計 1,584,588千円

(2) 上記に対応する債務

短 期 借 入 金 295,000千円

1年内返済予定の長期借入金 98,000千円

長 期 借 入 金 851,600千円

計 1,244,600千円

３.流動負債「その他」のうち、契約負債の残高 16,650千円
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Ⅴ.連結損益計算書に関する注記

顧客との契約から生じる収益

売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して

記載しておりません。顧客との契約から生じる収益の金額は、連結注記表「Ⅱ(1)

収益の分解」に記載しております。

Ⅵ.連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当連結会計

年度期首株式数
当連結会計

年度増加株式数
当連結会計

年度減少株式数
当連結会計
年度末株式数

普通株式 2,012,000株 ― ― 2,012,000株

(2) 剰余金の配当に関する事項

①配当金支払額等

決議 株式の種類
配当金
の総額

1株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2024年５月21日
取締役会

普通株式 50,293千円 25円
2024年
３月31日

2024年
６月26日

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計

年度となるもの

決議 株式の種類
配当金
の総額

1株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2025年５月20日
取締役会

普通株式 50,293千円 25円
2025年
３月31日

2025年
６月27日
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Ⅶ.金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については主として預金等に限定しております。

資金調達については、銀行等からの借入による方針であります。

デリバティブは、借入金の金利変動リスクを回避するために利用し、投機

的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

預金は主として当座預金及び定期預金であります。営業債権である完成工

事未収入金は、建築請負工事に係る債権であり、顧客の信用リスクに晒され

ております。当該リスクに関しては、当社の販売管理規程及び与信限度管理

規程に従い期日管理及び残高管理を行うとともに、与信状態を半期ごとに把

握する体制をとっております。

投資有価証券は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主として

業務上の関係を有する企業の株式であり、時価については取締役会に報告さ

れております。

営業債務である支払手形・工事未払金は、全てが１年以内の支払期日であ

ります。

資金調達につきましては、担当部門が適時に資金計画を作成、更新すると

ともに、適正な手許流動性を確保することなどにより、流動性リスクを管理

しております。

借入金は、主に営業取引に係る資金調達であります。借入金の一部は変動

金利であり金利の変動リスクに晒されておりますが、その一部はデリバティ

ブ取引（金利スワップ取引）を利用する場合があります。なお、期末日現在

において契約残高はありません。

デリバティブ取引の執行・管理については、担当部門が決裁担当者の承認

を得て行っております。

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等

を採用することにより、当該価額が変動することもあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

2025年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。
(単位：千円)

連結貸借対照表
計上額

時価 差額

投資有価証券

その他有価証券 474,568 474,568 ―

資産計 474,568 474,568 ―

長期借入金
(１年内返済予定の長期借入金を含む)

2,276,209 2,259,704 △16,504

負債計 2,276,209 2,259,704 △16,504

（注）「現金及び預金」「完成工事未収入金」「支払手形・工事未払金」「短期借入金」

については、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に

近似するものであることから、記載を省略しております。

(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応

じて、以下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産または負債の活発な市場における（無調整の）相場価格

により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接または間接的に観察可能なインプ

ットを用いて算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それら

のインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低

いレベルに時価を分類しております。
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① 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 444,713 ― ― 444,713

投資信託 29,854 ― ― 29,854

資産計 474,568
―

― 474,568

② 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 ― 2,259,704 ― ―

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

上場株式及び投資信託は相場価格を用いて評価しており、活発な市場で取引されて

いるため、その時価をレベル１の時価に分類しております。

長期借入金

これらの時価は、元利金の合計と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した

利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しておりま

す。
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Ⅷ.賃貸等不動産に関する注記

当社及び一部の連結子会社では、大阪府堺市において、賃貸用のオフィスビル

（土地を含む。）及び賃貸用集合住宅（土地を含む。）の賃貸等不動産を有しており

ます。

当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は以下のとおり

であります。
（単位：千円）

当連結会計年度

（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

連結貸借対照表計上額

期首残高 341,431

期中増減額 150,314

期末残高 491,746

期末時価 564,316

（注）1. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であ

ります。

2. 期中増減額は、賃貸物件の購入による増加額153,614千円及び減価償却によ

る減少額であります。

3. 期末の時価につきましては、固定資産税評価額を合理的に調整した価額であ

ります。

Ⅸ.１株当たり情報に関する注記

1. １株当たり純資産額 1,980円29銭

2. １株当たり当期純利益 23円15銭

Ⅹ.重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

Ⅺ.その他の注記

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2025年３月31日現在） (単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現金及び預金

完成工事未収入金

販売用不動産

仕掛販売用不動産

未成工事支出金

前渡金

その他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建物

構築物

機械及び装置

車両運搬具

工具、器具及び備品

土地

無 形 固 定 資 産

電話加入権

投 資 そ の 他 の 資 産

投資有価証券

関係会社株式

その他

5,460,455

1,497,326

69

1,447,019

2,364,994

12,813

42,510

95,721

1,415,661

741,547

97,810

0

0

333

1,563

641,839

127

127

673,986

474,568

133,873

65,544

流 動 負 債 938,441

支払手形 119,367

工事未払金 137,283

短期借入金 295,000

１年内返済予定の長期借入金 345,729

契約負債 16,350

未払法人税 3,277

預り金 4,688

賞与引当金 3,354

その他 13,391

固 定 負 債 2,390,015

長期借入金 2,330,480

繰延税金負債 59,535

負 債 合 計 3,328,456

純 資 産 の 部

株 主 資 本 3,341,828

資本金 578,800

資本剰余金 317,760

資本準備金 317,760

利益剰余金 2,445,436

利益準備金 12,000

その他利剰余金 2,433,436

繰越利益剰余金 2,433,436

自己株式 △167

評価・換算差額等 205,831

その他有価証券評価差額金 205,831

純 資 産 合 計 3,547,660

資 産 合 計 6,876,116 負債及び純資産合計 6,876,116
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損 益 計 算 書

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで) (単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 3,263,511

売 上 原 価 2,821,267

売 上 総 利 益 442,243

販売費及び一般管理費 449,750

営 業 損 失 △7,507

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 12,483

雑 収 入 2,291 14,774

営 業 外 費 用

支 払 利 息 26,090 26,090

経 常 損 失 △18,822

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 54,977 54,977

税 引 前 当 期 純 利 益 36,154

法人税、住民税及び事業税 12,631

法 人 税 等 調 整 額 △1,336 11,294

当 期 純 利 益 24,859
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株主資本等変動計算書

(2024年４月１日から
2025年３月31日まで) (単位：千円)

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主
資本合計資本

準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益
剰余金

利益
剰余金
合計繰越利益

剰余金

当 期 首 残 高 578,800 317,760 317,760 12,000 2,458,870 2,470,870 △167 3,367,263

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △50,293 △50,293 △50,293

当 期 純 利 益 24,859 24,859 24,859

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額)

当 期 変 動 額 合 計 ― ― ― ― △25,434 △25,434 ― △25,434

当 期 末 残 高 578,800 317,760 317,760 12,000 2,433,436 2,445,436 △167 3,341,828

評価・換算差額等
純資産
合計その他有価証券

評価差額金
評価・換算差額等

合計

当 期 首 残 高 181,201 181,201 3,548,464

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △50,293

当 期 純 利 益 24,859

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額)

24,630 24,630 24,630

当 期 変 動 額 合 計 24,630 24,630 △804

当 期 末 残 高 205,831 205,831 3,547,660
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個別注記表

Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記
１.資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
①子会社株式

移動平均法による原価法によっております。

②その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
販売用不動産・仕掛販売用不動産・未成工事支出金
個別法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）

２.固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産

定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物
附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物
については定額法によっております。
なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の

基準によっております。

(2) 無形固定資産
自社利用のソフトウエアについて、社内における利用可能期間（５年）に基

づく定額法によっております。

３.引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に
より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回
収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金
従業員の賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当期の負担額を

計上しております。
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４.収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義

務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時
点）は以下のとおりであります。

建売住宅事業は、建売住宅の建築及び販売を行っており、建売住宅の販売

は、顧客に建売住宅を引き渡した時点で収益を認識しております。

請負住宅事業は、顧客との請負工事契約に基づき戸建住宅及び注文住宅の建

築・リフォームを行っております。当社における顧客との請負工事契約は、契

約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの

期間がごく短い工事契約に該当するため、代替的な取扱いを適用し、一定の期

間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識して

おります。

Ⅱ.収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表

「Ⅱ 収益認識に関する注記」に同一の内容を記載しているので、注記を省略してお
ります。

Ⅲ.会計上の見積りに関する注記
繰延税金資産
１.当事業年度の計算書類に計上した金額

繰延税金負債 59,535千円
繰延税金資産と繰延税金負債は相殺表示しております。

２.識別した項目に係る重要な会社上の見積りの内容に関する情報
連結注記表「Ⅲ会計上の見積りに関する注記 繰延税金資産」に記載した内容と

同一であります。
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Ⅳ. 貸借対照表に関する注記
１.有形固定資産の減価償却累計額 334,722千円

２.担保提供資産及び対応債務
担保に供している資産及びこれに対応する債務は次のとおりであります。

(1) 担保に供している資産
販 売 用 不 動 産 26,400千円

仕 掛 販 売 用 不 動 産 1,156,834千円

土 地 368,326千円

建 物 33,026千円
計 1,584,588千円

(2) 上記に対応する債務
短 期 借 入 金 295,000千円
1年内返済予定の長期借入金 98,000千円

長 期 借 入 金 851,600千円

計 1,244,600千円

３.関係会社に対する債権・債務
短期金銭債務 4,687千円
長期金銭債権 47,512千円
長期金銭債務 400,000千円

Ⅴ. 損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

売上高 6,509千円

仕入高 352,520千円

販売費及び一般管理費 103,587千円

営業取引以外の取引高 6,249千円

Ⅵ.株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度の末日における自己株式の数 241株
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Ⅶ.税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

未払事業税 632千円

賞与引当金 1,027千円

投資有価証券評価損 20,368千円

その他 4,364千円

繰延税金資産小計 26,392千円

評価性引当額 △18,504千円

繰延税金資産合計 7,887千円

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 67,423千円

繰延税金負債合計 67,423千円

繰延税金負債の純額 59,535千円
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Ⅷ.関連当事者との取引に関する注記

関連当事者との取引高は、次のとおりであります。

１.役員及び個人主要株主等

種類 会社の名称
議決権等の所有

(被所有)割合

関連当事

者との関

係

取引の

内容

取引

金額
科目

期末

残高

役員及びその

近親者が議決

権の過半数を

所有している

会社

㈱フェニック

ス

所有－ （被

所有）0.0％

不動産

取引

不動産売

買契約

（注）2

97,461 － －

㈱不死鳥イン

ベスト

所有－ （被

所有）3.5％

不動産

取引

不動産売

買契約

（注）2

19,898 － －

（注）１.㈱フェニックスは当社の支配株主㈱誠インベストが議決権の50％、当

社の元役員である小島一誠氏の近親者が議決権の50％を保有しており

ます。

㈱不死鳥インベストは、当社の元役員である小島一誠氏の近親者が議

決権の100％を保有しております。

２.取引条件及び取引条件の決定方針等

不動産（土地・建物）の購入価格については、固定資産税評価額を参

考にして決定しております。

２.子会社及び関連会社等 (単位：千円)

種類 会社の名称
議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者と
の関係

取引の
内容

取引
金額

科目
期末
残高

子会社

㈱誠design工房

所有
直接 100％

当社販売住宅
の建築請負

請負工事
（注）1

351,175 工事未払金 2,699

利息の支払
（注）2

－ 長期借入金 100,000

㈱誠エステート ―
利息の受取
（注）2

249 長期貸付金 47,512

㈱誠ホームサービス
当社販売
住宅の仲介

利息の支払
（注）2

3,200 長期借入金 160,000

㈱誠コーポレーション
当社販売
住宅の仲介

利息の支払
（注）2

2,800 長期借入金 140,000

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注）１. 工事請負金額については、当社と㈱誠design工房間で締結しており

ます工事請負契約に基づき決定しております。

２. 資金の貸付及び借入は、グループ内資金の有効活用を目的としたも

のであり、利息については市場金利を勘案し合理的に決定しておりま

す。
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Ⅸ.１株当たり情報に関する注記

１. １株当たり純資産額 1,763円46銭

２. １株当たり当期純利益 12円36銭

Ⅹ.重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

Ⅺ.その他の注記

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書
2025年５月12日

株式会社 誠建設工業
取締役会 御中

清稜監査法人

大阪事務所

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 花枝 幹雄

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 夘野 貴志

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社誠建設工業の2024年4月1日から

2025年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準に準拠して、株式会社誠建設工業及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に
係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子
会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法
人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセ
スの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、
当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程に
おいて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要
な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重
要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合
には、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結

計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運
用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任が
ある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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連結計算書類の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤

謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立

の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により

発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与え

ると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、

意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、

監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に

関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の

見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手

した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して

重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認

められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要

な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事

項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査

証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び

内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価す

る。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ

適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関し

て責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識

別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められている

その他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因

を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するための

セーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書
2025年５月12日

株式会社 誠建設工業
取締役会 御中

清稜監査法人

大阪事務所

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 花枝 幹雄

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 夘野 貴志

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社誠建設工業の2024年4月1日

から2025年3月31日までの第34期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主
資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について
監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載
されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立して
おり、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセ

スの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当

監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお

いて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相

違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な

誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合

には、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算

書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成するこ

とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の

立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生

する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合

理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに

対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、

意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監

査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関

連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の

見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手し

た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重

要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不

確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見

を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、

並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識

別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められている

その他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因

を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するための

セーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第34期事業年
度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果
につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関
する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部
統制システム）について取締役及び従業員等からその構築及び運用の状況に
ついて定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとと
もに、下記の方法で監査を実施いたしました。

① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、当期の監査の方
針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門等と連携の上、重要な会議に
出席し、取締役及び従業員等からその職務の執行に関する事項の報告を受
け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な
事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社につ
いては、子会社の取締役と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子
会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを
監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の
遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各
号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に
従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計
算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書）及びその附属明細
書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２． 監査の結果
（１） 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正し
く示しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する
重大な事実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めま
す。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役
の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（２） 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人清稜監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３） 連結計算書類の監査結果
会計監査人清稜監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年５月20日

株式会社誠建設工業 監査等委員会

常勤監査等委員 北村 健介 ㊞

監査等委員 坂口 晃一 ㊞

監査等委員 松本 俊昭 ㊞

（注） 監査等委員 北村健介、坂口晃一及び松本俊昭は、会社法第２条第15号及び
第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

議 案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）4名選任の件

本総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除く。以下本議案

において同じ。）全員（4名）は任期満了となりますので、取締役4名の選任をお願い

いたしたいと存じます。

取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当
社株式数

１

ひらいわ かずと

平岩 和人

(１９５３年
10月18日生)

1976年３月 ㈱幸福相互銀行（現㈱関西みらい銀
行) 入行

600株

2006年６月 当社出向
2007年４月 当社経営企画室長
2008年12月 ㈱関西アーバン銀行（現㈱関西みらい

銀行) 退職
2009年１月 当社入社
2015年６月
2024年６月

当社取締役就任
当社代表取締役社長就任（現）
㈱誠design工房代表取締役就任（現）
㈱誠エステート代表取締役就任（現）

［取締役候補者とした理由］
同氏は、代表取締役社長の任務を通じて、当社の

事業活動に関して豊富な知識を有しております。
2015年６月から10年間当社取締役として、職務を適
切に遂行していることから、当社取締役に適任であ
ると判断し、引続き取締役候補者とするものであり
ます。

２

こじょう としお

古城 敏夫

(１９５５年
４月24日生)

1974年３月 ㈱大和銀行（現㈱りそな銀行）入行

―株

2004年５月 ㈱誠ホームサービス入社
2004年８月 ㈱誠ホームサービス初芝支店長 (現）
2019年６月 当社取締役就任（現）
［取締役候補者とした理由］

同氏は、金融機関及び不動産会社での勤務を通じ
て豊富な経験と幅広い知見を有しています。2019年
６月から５年間当社取締役として、職務を適切に遂
行していることから、当社取締役に適任であると判
断し、引続き取締役候補者とするものであります。
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当
社株式数

３

にしもと としゆき

西元 敏之

( 1978年
９月14日生)

1997年４月 丸石工業㈱入社

―株

2001年12月 当社入社
2020年４月 ㈱誠design工房（子会社）へ転籍
2022年４月 同社建築部建築課長
2024年４月
2025年２月

当社へ転籍 建築部建築部長（現）
当社取締役就任（現）

［取締役候補者とした理由］
同氏は、建築部門で豊富な経験と知識を有してお

ります。担当部門において、業績向上に貢献してお
ります。その実績と経験を活かし、当社取締役に適
任であると判断し、引続き取締役候補者とするもの
であります。

４

いのうえ まさみ

井上 正美

( 1972年
９月11日生)

1992年４月 ㈱中部コーポレーション入社

―株

2003年１月 当社入社
2016年４月 当社管理部管理課長
2024年10月
2025年２月

当社管理部管理部長（現）
当社取締役就任（現）

［取締役候補者とした理由］
同氏は、管理部門で豊富な経験と知識を有してお

ります。担当部門において、業績向上に貢献してお
ります。その実績と経験を活かし、当社取締役に適
任であると判断し、引続き取締役候補者とするもの
であります。

注）1. 各候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
2. ㈱誠ホームサービスは、当社の連結子会社であります。

以 上
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グルメ
シティ

デイリー
ヤマザキ

セブン
イレブン

至和泉中央

東深井小学校

水賀池

ＥＮＥＯＳ

フランシーズ

改札を出て右
つきあたり階段降りて右、

に出る。
左方向道なりに進み、ＥＮＥＯＳを右折

泉
北
一
号
線

泉北高速鉄道
深井駅

Ｐ
Ｐ

至中百舌鳥

サンパレス

Ｎ

株主総会会場ご案内図

会場 大阪府堺市中区深井水池町3238

「サンパレス」４階大ホール

電話 072-278-2211

<交通のご案内>

◆泉北高速鉄道深井駅より徒歩５分

2025年05月19日 16時31分 $FOLDER; 46ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）


